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人権教育とは

人権に関する様々な問題を解決するために、すべて
の人々に人権尊重の精神を涵養すること

一生涯を通じて 少しずつ身につけていくこと

学校教育 ・社会教育

１．人権教育について



群馬県の人権教育 学校教育においては、

子どもの発達段階に即し、

各教科等の特質に応じ、

全教育活動を通じて、

生命や人格を尊重し、

他人を思いやるなどの

豊かな人間性を育成する。
群馬県人権教育の基本方針
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群馬県の人権教育

群馬県人権教育充実指針

人権の大切さについて理解するとともに、
生命の尊さや、自分の大切さや他の人
の大切さに気付き、よりよい人間関係を
築こうとする能力や態度を身に付ける。

人権に関する基礎的内容や生命を尊重
することについて理解を深めるとともに、
自分の大切さや他の人の大切さを認め
合いながら、身近な人権問題を解決し
ようとする能力や態度を身に付ける。

 「常時指導」、 「間接的指導」、「直接的
指導」の指導について示している。
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人権教育の構造的指導

【直接的指導】

【常時指導】

【間接的指導】
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群馬県の人権教育

人権教育推進資料

人権重要課題１１項目について

学習指導要領との関連について示し、

学校における「直接的指導」の充実を

図ることを目的としている。
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人権重要課題１１項目
女性

子どもたち

高齢者

障害のある人たち

同和問題

外国籍の人たち

HIV感染者等の人たち

ハンセン病元患者等の人たち

犯罪被害者等

インターネット等による人権侵害

その他の人権問題

アイヌの人々

拉致問題

性的マイノリティ

１．人権教育について



２．本校の児童の実態

○学年、学級に関係なく誰とでも仲良く学校生活を

送るなど、多様性を受け入れることができる。

○トラブルの現場において、傍観者となってしまうなど、

被害者の気持ちや痛みに共感することが苦手である。

○交流の場面において、意見の相違を上手く取り入れ、

折り合いをつけることが苦手である。



３．本校の人権教育の取組の概要
【５月】

・人権教育と生徒指導（いじめ問題）との関連、保護者への

啓発活動等の整理、見直し

【６月】

・教員の人権意識と人権感覚のチェック、見直し

・人権教育の充実について、講師を招いて校内研修を実施



３．本校の人権教育の取組の概要
【夏季休業中】

・人権教育全体計画および年間指導計画の見直し

・講師を招いて、模擬授業を実施

【２学期～】計画に従って実施

模擬授業・授業検討の様子



【人権教育全体計画】
・「常時指導」「間接的指導」「直接的指導」の

観点を示して整理した。

【年間指導計画】

・重要課題１１項目を盛り込み、６年間ですべてを

学べるよう整理した。
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【人権教育全体計画】
３．本校の人権教育の取組の概要



【年間指導計画】
３．本校の人権教育の取組の概要



【常時指導】

４．本校の人権教育の具体的な取組

○学校生活全般における児童へのきめ細かな声掛け

↓ そのために

複数の教職員による児童の観察 及び 情報共有

・「月末のアンケート」の実施→全職員への回覧

・担任以外による授業

・みなかみ中学校の教員による授業（第４・６学年 体育）

・担任以外の教員と協力した給食指導や清掃指導



【常時指導】

４．本校の人権教育の具体的な取組

○月末のアンケート



【常時指導】
４．本校の人権教育の具体的な取組

○給食委員に給食の片付けをお願いするときの言葉かけ

「おねがいします」

「は～い」



【間接的指導】

○授業における「交流活動」

４．本校の人権教育の具体的な取組



【間接的指導】

○１年生を迎える会

４．本校の人権教育の具体的な取組



【間接的指導】

○異学年交流
（縦割班活動・朝カツ など）

４．本校の人権教育の具体的な取組



【間接的指導】
○遠足・旅行（２学年合同で実施）

４．本校の人権教育の具体的な取組



【直接的指導】
○道徳科での取組

４．本校の人権教育の具体的な取組



【校内研修での取組】

自他を大切にし、よりよく生きようとする児童の育成

～多面的・多角的に考えるための発問や交流活動の工夫を通して～

道徳的諸価値を理解した上で、

・自分事として捉えて考えることのできる発問の工夫を行う

・互いの考えを伝え合い共有しながら、

自分の考えを広めたり深めたりできる交流の工夫を行う

４．本校の人権教育の具体的な取組



【校内研修での取組】

発問の工夫

交流活動の工夫

・立ち位置を変えた発問

共感的発問 ・ 分析的発問 ・ 投影的発問

批判的発問

・話し合いでの視点の明確化

・自分の立場や考えの明確化

・考えの可視化

（思考ツールの活用・ＩＣＴツールの活用・ネームプレートの活用）
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【直接的指導】
○人権教育(３年生)

４．本校の人権教育の具体的な取組



【直接的指導】

○こめまき山集会

４．本校の人権教育の具体的な取組

名刺交換

人権かるた



【直接的指導】
○学校だより「人権教育の窓」

４．本校の人権教育の具体的な取組



○教師の意識の変化

・年間指導計画を見直したことにより、各教科の授業の中で人権

重要課題を意識して指導することができた。

・児童同士の認め合う姿から、教員の気づきが増えた。

５．成果と課題
○児童の様子の変化

・交流活動を通して、自分の考えを話したり、友だちの考えを生かし

て考えを練り上げる姿が見られるようになった。

・児童同士のお互いのよさを認め合う姿が見られるようになった。

しかしまだ、傍観者となってしまう場面も見られるため今後の課題と

考えています。



ご清聴
ありがとうございました

このあと、１３：５０より公開授業となります


